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和歌山県からのカザリカクレウオ（カクレウオ科）の確かな記録と
本州初記録となるユリサヨリ（サヨリ科）とヒメダツ（ダツ科）の記録

松沼瑞樹

Carapus mourlani (Petit, 1934) (Carapidae), Hyporhamphus 
yuri Collette and Parin, 1978 (Hemiramphidae) and Platybelone 
argalus platyura (Bennett, 1832) (Belonidae) were firstly re-
corded from Wakayama Prefecture (on Pacific coast of Honshu), 
Japan. In Japan, three species have previously been recorded 
from Kyushu, and the Osumi and Ryukyu islands (C. mourlani 
also recorded from the Ogasawara Islands; P. a. platyura also 
from the Izu, Zunan and Ogasawara islands).
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 Abstract

紀伊半島の南端に位置する和歌山県串本町は，黒潮流

路に面することからその沿岸には多様な魚類が出現すると

考えられる．和歌山県沿岸の魚類相に関する報告は古くか

らなされているが（宇井，1929；蒲原，1950；荒賀・田名

瀬，1966；池田・中坊，2015），紀伊半島は広大な沿岸線

を有するため，同県の沿岸性魚類相の実体はまだ完全には

明らかにされていない．串本町の紀伊大島の沿岸には複数

の定置網が設置されており，それらの漁獲物は串本漁港に

水揚げされている．定置網は恒常的に同じ場所に設置され

ることから，その海域の魚類相を効率的かつ継続的に調査

することに適している［例えば小枝ほか（2018）など］．

近畿大学農学部環境管理学科・水圏生態学研究室では，

紀伊半島沿岸の魚類相と黒潮の関係を検討することを目的

として，2018年より定期的に串本町沿岸の定置網で漁獲

される魚類を調査してきた．その過程で，和歌山県から初

めての記録となる 3種の魚類が採集されたので，分布情報

の蓄積を目的として報告する．

そのうち，カクレウオ科 Carapidaeのカザリカクレウオ

Carapus mourlani (Petit, 1934)は，日本では小笠原諸島，種

子島，および奄美大島以南の琉球列島から記録されていた．

なお，池田・中坊（2015）が和歌山県から記録したクマノ

カクレウオ Echiodon anchipterus Williams, 1984として図示

した標本はカザリカクレウオと考えられ，本報告はカザリ

カクレウオの同県からの確かな記録となる．また，サヨリ

科 Hemiramphidaeのユリサヨリ Hyporhamphus yuri Collette 

and Parin, 1978とダツ科 Belonidaeのヒメダツ Platybelone 

argalus platyura (Bennett, 1832)はいずれも表層性の魚類で，

黒潮の影響により南方から偶来したものと考えられる．こ

れまで国内において，ユリサヨリとヒメダツはともに（ヒ

メダツは伊豆，豆南，小笠原諸島も含む），九州東岸と南

岸（日向灘と鹿児島県）から琉球列島にかけての海域から

のみ報告されていた．

材料と方法
標本の計数・計測方法は原則的に中坊・中山（2013）

にしたがった．ヒメダツについては吻が破損しているた

め，Parin (1967)にしたがってダツ科魚類の標準的な体長

を表す「眼窩前端から下尾骨後端までの距離」も計測し

た．図の説明文において標準体長，全長，頭長はそれぞれ

SL, TL, HLと示した．脊椎骨の観察は標本の軟 X線写真

を用いた．カザリカクレウオの鰾の観察は右腹部を切開し

て行った．本報告で用いた標本は近畿大学農学部（KUN）

に保管されている．

カクレウオ科 Carapidae

Carapus mourlani (Petit, 1934)

カザリカクレウオ
（Fig. 1）

標本　KUN-P 60313，頭長 20.3 mm，全長 129.9 mm，

和歌山県東牟婁郡串本町樫野沖（33°28′30.6″N, 135°51′ 

36.6″E），水深 18 m，定置網，2020年 8月 24日．

同定　調査標本（Fig. 1）は腹鰭を欠くこと，両顎の先
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端に大きな犬歯が無く絨毛状歯があること，および鰾の中

央付近に狭窄点があり鰾が前後で 2部にわかれることなど

の形質をもち，Markle and Olney (1990)にしたがいシロカ

クレウオ属 Carapus Rafinesque, 1810に同定される．また，

Markle and Olney (1990)と藍澤・土居内（2013a）の検索表

を用いて種同定を試みると，腹椎骨数が 16，鰾の狭窄点

は第 10脊椎骨の直下に位置する，肛門が胸鰭基部の垂直

下よりわずかに前方に位置する，体に顕著な斑紋があるこ

とにより C. mourlaniに同定された．

分布　カザリカクレウオは東太平洋を含めるインド・
太平洋に広く分布する（Markle and Olney, 1990; Parmentier 

et al., 2006; Glynn et al., 2008）．日本ではこれまでに小笠原

諸島，種子島，および奄美大島以南の琉球列島から記録

されていた（Machida, 1989; Senou et al., 2007；渡井ほか，

2009；上野・上野，2017）．

池田・中坊（2015: pl. 71-2）にクマノカクレウオ E. 

anchipterusとして図示された和歌山県産の標本は，カザリ

カクレウオと考えられる．図示個体は E. anchipterusと比

較して（Williams, 1984；Williams and Machida, 1992；稲葉

ほか，2017），尾部が後方に向かうにつれて著しく細くな

る（後者では太い），吻が丸い（やや角ばる），体全体に褐

色斑をもつ（ない）など外見が異なり，前者の形質はカザ

リカクレウオの特徴と一致する．ただし，池田・中坊（2015）

のクマノカクレウオの記載文は同種の特徴を表している．

したがって，本報告の標本は和歌山県からの本種の初めて

の確かな記録となる．

備考　カクレウオ科魚類は，Markle and Olney (1990)

により分類学的再検討と形態形質に基づく系統関係の

検討がなされた．そのうち，シロカクレウオ属 Carapus 

Rafinesque, 1810は，Markle and Olney (1990)により整理さ

れ世界で次の 4有効種が認められた：Carapus acus (Brün-

nich, 1768)（ 大 西 洋 ），Carapus bermudensis (Jones, 1874)

（西大西洋），C. mourlani（インド・西太平洋），および

Carapus sluiteri (Weber 1905)（チモール海）．一方，日本

ではカザリカクレウオ C. mourlaniに加えて，シロカクレ

ウ オ Carapus kagoshimanus (Döderlein in Steindachner and 

Döderlein, 1887)が有効種として認められている（蒲原，

1950；藍澤・土居内，2013aなど）．Carapus kagoshimanus

は Steindachner and Döderlein (1887)により鹿児島県産の 2

標本に基づき Fierasfer kagoshimanusとして記載された．

Arnold (1956)は F. kagoshimanusのタイプ標本が所在不明

で，同種に同定されるその他の標本も観察できなかった

が，本種を有効種として認めた．一方，Markle and Olney 

(1990)は同様に F. kagoshimanusのタイプを調査すること

ができなかったものの，暫定的に本名義種をボウズカクレ

ウオ Encheliophis boraborensis (Kaup, 1856)の新参異名とみ

なした．Fierasfer kagoshimanusの記載には短い判別文しか

記されておらず，標本の図も掲載されていないため，その

実体は把握しがたい．藍澤・土居内（2013a）は上述の背

景やMarkle and Olney (1990)の見解に触れていないが，C. 

kagoshimanusの識別的特徴として肛門が胸鰭基部の垂直

下にあることを採用している．本報告では藍澤・土居内

（2013a）にしたがいシロカクレウオ C. kagoshimanusを有

効種とみなすが，標本に基づく再記載が望まれる．

Fig. 1. Fresh specimen of Carapus mourlani from Wakayama Prefecture, Japan. KUN-P 60313, 20.3 mm HL, 129.9 mm TL. Top, en-
tire body; bottom, view of head.
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串本町沿岸に設置された定置網で採集された本報告の

標本は，種子島産の標本と同様に（上野・上野，2017），

夜間に宿主から泳ぎ出た際に入網した可能性がある．

Machida (1989)は琉球列島南部で得られた標本に基づきカ

ザリカクレウオを日本から初めて記録した際に，本種の宿

主が四国や紀伊半島沿岸まで分布することから，本種がこ

れらの海域まで分布している可能性が十分にあると予想し

た．本報告はその予想を裏付ける．

サヨリ科 Hemiramphidae

Hyporhamphus yuri Collette and Parin, 1978

ユリサヨリ
（Figs. 2, 3A, B, D, E）

標本　KUN-P 61566，標準体長 78.9 mm，和歌山県東牟

婁郡串本町樫野沖（33°28′30.6″N, 135°51′36.6″E），水深 18 

m，定置網，2020年 9月 24日．

同定　調査標本（Fig. 2）は背鰭軟条数が 15，臀鰭軟

Fig. 2. Fresh specimen of Hyporhamphus yuri from Wakayama Prefecture, Japan. KUN-P 61566, 78.9 mm SL.

Fig. 3. Dorsal (A–C) and lateral (D–F) views of head of Hyporhamphus yuri (A, B, D, E) and H. dussumieri (C, F), showing interspe-
cific differences of upper jaw and lacrimal shapes. A, D: KUN-P 61566, 78.9 mm SL, Wakayama Prefecture, Japan; B, E, KAUM–I. 
96839, 105.6 mm SL, Kagoshima Prefecture, Japan; C, F: KAUM–I. 88231, 97.5 mm SL, Okinawa Prefecture, Japan. Bars indi-
cate 3 mm.



Ichthy 2 ǀ 2020 ǀ 7

Matsunuma — First records of three species from Wakayama

条数が 18，背鰭前方鱗数が 43，涙骨上の眼前管の後部

に分枝がある，および尾鰭が深く湾入することで Collete 

and Parin (1978)，Collete and Su (1986)，および藍澤・土居

内（2013b）の H. yuriによく一致する．一方で，調査標本

の上顎長はその幅の 0.80倍，眼前長は眼径の 0.84倍で，

Collete and Parin (1978)の H. yuriの値（それぞれ 0.87–0.96

倍と 1.09–1.17倍）と異なっていたが，これらの相違は調

査標本が Collete and Parin (1978)が用いた標本（140–171 

mm）より標準体長が小さいことに起因する種内差異と判

断した．また，脊椎骨数についても調査標本と Collete and 

Parin (1978)で異なっていた（前者は 57で，後者は 59–61）

がこれも後者の用いた標本が 9個体と少なく本種の種内変

異を十分に検討できていなかったためと判断し，調査標本

を H. yuriに同定した．また，H. yuriと本種に近似のマル

サヨリ Hyporhamphus dussumieri (Valenciennes, 1847)の比較

標本を調査した結果，前者は後者と比べて涙骨が細長い傾

向がみられた［Collete and Parin (1978)の示した眼前長の

差異にあたる］（Fig. 3）．この結果も調査標本の同定を支

持する．

分布　本種はこれまでに日本からのみ分布が確認さ
れており，九州東岸と南岸（日向灘，鹿児島県の吹上浜

と内之浦湾）（須田ほか，2014；Iwatsuki et al., 2017；畑，

2018），大隅諸島の口永良部島（松尾・木村，2017；木村ほか，

2017），および琉球列島の沖縄島（Collete and Parin, 1978；

吉野，1984a；藍澤・土居内，2013b）から記録されている．

したがって，調査標本は本種の和歌山県かつ本州沿岸から

の初めての記録となる．

備考　Hyporhamphus yuriは Collete and Parin (1978)によ

り沖縄県那覇市で得られた 9標本に基づき新種記載され

た．本種は同属他種のうち Hyporhamphus affinis (Günther, 

1866)（インド・西太平洋，北限は南シナ海）とマルサヨ

リ H. dussumieri（日本を含めるインド・西太平洋）に外

見と涙骨上の眼前管の形態が似るが，H. yuriは後者の 2

種と比較して脊椎骨数が多い［59–61（本報告の標本では

57）に対して 53–59］，背鰭前方鱗数が多い（43–46に対し

て 37–43），上顎が長い［上顎幅は上顎長の 0.87–0.96倍（0.80

倍）に対して 0.6–0.85倍］，および眼前長が長い［眼前長

は眼径の 1.09–1.17倍（0.84倍）に対して 1.35–1.65倍］こ

とで識別される（Collete and Parin, 1978）．また，H. yuriはH. 

affinisよりも鰓耙数がやや多く［第 1鰓弓と第 2鰓弓の鰓

耙数はそれぞれ 36–42と 25–30（H. yuri）に対して 28–38

と 20–28（H. affinis）］，H. affinisと H. dussumieriよりも背

鰭と臀鰭軟条数がやや多い［それぞれ 15–18と 17–19（H. 

yuri）に対して 15–17と 15–18（H. affinis），14–17と 14–17（H. 

dussumieri）］ことでも識別される（Collete and Parin, 1978；

Collete and Su, 1986；藍澤・土居内，2013b）．

御前（1997）は串本町沿岸の定置網で漁獲された魚類

の目録にてマルサヨリを記録しているが，上述のとおり本

種はユリサヨリとよく似るため，標本に基づく再記録が望

まれる．

比較標本　ユリサヨリ：KAUM–I. 96839，標準体長

105.6 mm，鹿児島県肝属郡肝付町内之浦湾，2016年 10月

11日．マルサヨリ：KAUM–I. 88231，標準体長 97.5 mm，

沖縄県八重山郡竹富町西表クイラ川河口（西表島），2014

年 7月 5日．

ダツ科 Belonidae

Platybelone argalus platyura (Bennett, 1832)

ヒメダツ
（Fig. 4）

標本　KUN-P 61458，標準体長 327+ mm，眼窩前端

から下尾骨後端までの距離 244.5 mm，KUN-P 61632，標

準体長 270+ mm，眼窩前端から下尾骨後端までの距離

236.9 mm，和歌山県東牟婁郡串本町樫野沖（33°28′30.6″N, 

135°51′36.6″E），水深 18 m，定置網，2020年 9月 24日．

同定　調査標本（Fig. 4）は尾柄部が著しく縦扁しキー

ル状に側方に強く張り出すことで Fowler (1919)や Parin 

(1967)にしたがいヒメダツ属 Platybelone Fowler, 1919に同

定される．さらに，本標本は Parin (1967)のインド・西太

平洋域におけるヒメダツ属の検索表にしたがい，背鰭軟条

数が 13または 14，臀鰭軟条数が 18または 19，眼後長が

Fig. 4. Fresh (top, entire body) and preserved (bottom, dorsal view of caudal peduncle) specimen of Platybelone argalus platyura 
from Wakayama Prefecture, Japan. KUN-P 61458, 327+ mm SL. Bar in bottom figure indicates 5 mm.
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眼窩前端から下尾骨後端までの距離の 7.7–8.3%であるこ

とで P. argalus platyuraに同定された．本種は，上記の属

の識別的特徴に加え，第 1鰓弓に鰓耙があることと背鰭起

部が臀鰭より後位にあることで日本産ダツ科他種と容易に

区別される（藍澤・土居内，2013c）．

分布　本亜種はインド・太平洋の広域に分布し（Parin, 

1967），日本では伊豆諸島，豆南諸島と小笠原諸島，九州

東岸と南岸（日向灘，鹿児島湾），大隅諸島（種子島，屋

久島，口永良部島），および琉球列島（奄美大島，徳之島，

沖永良部島，与那国島など）から記録されていた（吉野，

1984b；Randall et al., 1997；Senou et al., 2002；藍澤・土居

内，2013c；Kuriiwa et al., 2014；Koeda et al., 2016；鏑木，

2016；Iwatsuki et al., 2017；Motomura and Harazaki, 2017；

岩坪・本村，2017；木村ほか，2017；Nakae et al., 2018；

Mochida and Motomura, 2018；本村ほか，2019；Motomura 

and Uehara, 2020）．したがって，調査標本は本種の本州沿

岸からの標本に基づく初めての記録となる．なお，鷲尾ほ

か（1996）は有明海の湾奥部からヒメダツを目録的に記録

しているが，日本での本種の分布傾向からこの記録には疑

問がある．

備考　Parin (1967)はダツ科魚類のインド・西太平洋域

におけるダツ科魚類の分類学的再検討を行い，ヒメダツ属

に Platybelone argalus (Lesueur, 1821)のみを認め，さらに

本種に次の 5亜種を認めた：P. a. argala (Lesueur, 1821)（北

大西洋），P. a. trachura (Valenciennes, 1846)（南大西洋），P. a. 

platyura（インド・西太平洋），P. a. platura (Rüppell, 1837)

（紅海・アデン湾），P. a. pteura (Osburn and Nichols, 1916）

（東太平洋）．これら 5亜種は背鰭・臀鰭軟条数や頭部各

部位のプロポーションで識別可能とされる（Parin, 1967）．

Belone platyuraを含め 5亜種の分類学的地位に関しては独

立種として認める研究者もいるが（Fricke et al., 2009, 2011

など），本報告では西部太平洋のダツ科魚類を網羅的に検

討した Parin (1967)の見解にしたがった．
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海性魚類相」の援助を受けて行われた．
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